
コード 13040

講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

語学勉強のコツ：　多く読む、多く書く、多く聴く、多く話す

講義計画

【前期】

第一回　　　ガイダンス・中国語について、簡単な中国語挨拶
第二回　　　発音（四声・子音・母音・複合母音・鼻音・輕声等）
第三回　　　発音
第四回　　　発音
第五回　　　第１課　これはよい
第六回　　　第１課の復習、第2課　私は学生です
第七回　　　第2課の復習、第３課　あなたは知っていますか
第八回　　　第3課の復習、第4課　これはなんですか
第九回　　　第４課の復習、第5課　お宅は何人家族ですか
第十回　　　第５課の復習、総合練習
第十一回　　第6課　きょうは何月何日ですか
第十二回　　第6課の復習、第7課　あの映画を見たことがありますか
第十三回　　第7課の復習、自由会話応用練習
第十四回　　前期の総合復習
第十五回　　前期総括

【後期】

第十六回　　前期の復習
第十七回　　第8課　張さんはどこにいますか
第十八回　　第8課の復習、自由会話応用練習
第十九回　　第9課　あなたはどんな外国語を学んでいますか
第二十回　　第9課の復習、自由会話応用練習
第二一回　　第10課　ちょっとお邪魔してもいいですか
第二二回　　第10課の復習、自由会話応用練習
第二三回　　第11課　あなたはどこで中国語を学んでいますか
第二四回　　第11課の復習、自由会話応用練習
第二五回　　第12課　どうしてこんなに来るのが遅かったのですか
第二六回　　第12課の復習、自由会話応用練習
第二七回　　第13課　北京はどの季節が一番よいですか
第二八回　　第13課の復習、自由会話応用練習
第二九回　　後期の総合復習
第三十回　　後期総括

テキスト 『標準中国語』基礎編CD付　上野恵司著　白帝社   テキストの前半内容を中心に講義します。

参考書 講義中に適宜紹介します。

目的と概要
入門の段階では、最も重点・難点としての中国語の発音（中国語表音ローマ字・ピンイン）を正確にマスターし
てもらいます。基礎文法を習得するうえで、基礎的な会話場面で応用できることを目指します。

成績評価法 平常点50％（出席・授業態度等重視）　前後期試験50％
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